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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

休日急患診療機関当番表
・ 受付時間：午前 8時～翌朝午前 8時

・ 実施日：日曜日・祝日

日にち 内 　科 外　　科

9月

6日(日) 信生病院 厚生病院

13日(日) 藤井政雄記念病院 清水病院

20日(日) 厚生病院 北岡病院

21日(月) 垣田病院 野島病院

22日(火) 垣田病院 清水病院

23日(水) 野島病院 厚生病院

27日(日) 信生病院 北岡病院

10月 4日(日) 藤井政雄記念病院 清水病院

■急性灰白髄炎（ポリオ）予防接種　　　　　　　  

今回通知児
日　　程

受付時間 場  所
１回目 ２回目

平成20年11月～
平成21年2月生まれ

9月25日（金） 11月25日（水）

１３：１０～１４：１０ 保健センター9月29日（火） 11月26日（木）

9月30日（水） 11月27日（金）

＊４１日以上の間隔をおいて２回経口投与します。       ＊7歳6か月未満で接種を受けていないお子さんも受けてください。

■ 9月・10月集団健康診査　　　
日　程 場 　所 受付 健診内容

9
月
15日（火）灘手公民館

8：00

～

10：00

・特定健診
・長寿健診（後期高齢者健診）
・一般健診
・介護予防健診
・がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）
・肝炎ウイルス検査

10
月
8日（木）社公民館

＊ 対象年齢や料金など詳細は、各家庭に配布した『くらよし健康ガイ
ド』をご覧ください。

■健康相談
対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容 

食事、運動など健康についてどな
たでも気軽にご相談ください。

9月29日（火） 13：30～15：30
栄養士・保健師による個別相談
ところ：保健センター健康相談室
※栄養士の相談は要予約(あ26－5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

■健康スケジュール
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 持参する物 ご 案 内

６か月児
健康診査

平成21年3月
生まれの乳児

10/ 2（金）
10/ 6（火）

（受付時間）
13：00～13：30

倉吉交流プラザ
・母子健康手帳
・アンケート用紙

＊保護者に通知します
当てはまる月の次の月まで
はご案内しています。

１歳６か月児
健康診査

平成20年3月
生まれの幼児

10/ 7（水）
10/ 9（金）

（受付時間）
13：00～13：30

上灘公民館
・母子健康手帳
・アンケート用紙

＊保護者に通知します
1歳11か月までは受けるこ
とができます。未受診の幼
児は受けてください。

３歳児
健康診査

平成18年9月
生まれの幼児

10/14（水）
10/15（木）

＊保護者に通知します
3歳11か月までは受けるこ
とができます。未受診の幼
児は受けてください。

育児相談
市内在住の
乳幼児

10/19（月） 9：30～12：00

保健センター

・母子健康手帳
保健師・栄養士による個
別相談を行います。

母親学級
（えっぐクラブ）

市内在住の
妊婦

10/16（金）
13：30～15：30
（受付時間）
13：10～13：30

・母子健康手帳

内容：栄養・マンマ（おっ
ぱい）コース（先輩ママの
体験談、食生活の話、おっ
ぱいの話）　

フッ素塗布
市内在住で
希望する人

10/26（月）
9：30～11：30
13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

10/24（土）
（受付時間）
13：30～15：30

中部歯科医師会
口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
＊申込が必要（申込先：口腔

衛生センターあ 22-5472）

※申込・ 問合せ先：鳥取県赤十字血液センター（あ0857―24―8101)

と   き 9月27日(日)9：30～15：00 ところ 倉吉未来中心

【全血献血】
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保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。
９
月
は「
が
ん
制
圧
月
間
」

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
忘
れ
な
い 

年
に
一
度
の 

が

ん
検
診
」

　

が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
れ

ば
、
自
覚
症
状
の
な
い
早
期
の
う

ち
に
、
が
ん
を
発
見
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
を
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
、
治
る
確
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

が
ん
を
引
き
起
こ
す
、
悪
い
生
活

習
慣
を
改
善
し
、早
期
発
見
・
早
期

治
療
す
る
た
め
に
、
年
に
１
回
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

地
区
公
民
館
で
の
集
団
検
診
や

協
力
医
療
機
関
で
各
種
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は「
く
ら
よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
37
回 

鳥
取
県
が
ん
征
圧
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　

き

：

９
月
８
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー

ル【特
別
講
演
】

演　

題

：

肺
が
ん
を
良
く
知
ろ
う 

〜
肺
が
ん
に
な
ら
な
い
、
負
け
な

い
た
め
に
〜

講　

師

：

中
村 

廣ひ
ろ
し
げ繁

さ
ん（
鳥
取

大
学
医
学
部
附
属
病
院 

胸
部
外
科

科
長
）

※
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６

―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

９
月
は

  

「
食
生
活
改
善
普
及
月
間
」

　

よ
い
生
活
習
慣
は
心
と
体
の
元

気
の
源
。

Ｑ
．
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

〝
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
！
〞
を

合
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
野
菜
料
理
を
毎
食
食
べ
て
い

ま
す
か
？

　

副
菜
は
１
日
５
皿
程
度
と
り
ま

し
ょ
う（
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

を
参
考
に
）。

Ｑ
．
運
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

こ
ま
め
に
歩
い
て
１
日
の
歩
数
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６

―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

９
月
は

　

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

統
一
標
語

「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ

か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
〜

よ
い
生
活
習
慣
は
、
気
持
ち
が
い

い
！
〜
」

　

健
康
を
つ
く
り
、
守
る
こ
と
は
、

充
実
し
た
人
生
設
計
を
支
え
る
手

段
の
一
つ
で
す
。
あ
な
た
自
身
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６

―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

副菜をしっかり
とろう！

▲食事バランスガイド

お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
８
月
号
に
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〈
あ
ん
し
ん
フ
ァ
イ
ル（
18
頁
）〉

■
健
康
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

母
親
学
級（
え
っ
ぐ
ク
ラ
ブ
）の
内
容

正

： 
パ
パ
・
マ
マ
コ
ー
ス
①（
医
師

の
話
・
相
談
、
お
父
さ
ん
の

妊
婦
体
験
）

誤

： 
仲
間
づ
く
り
コ
ー
ス（
妊
婦
体

操
、
歯
の
話
）

※ 
参
加
の
際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

一人で悩まないで

こころのサインに

気づいて

９月１０日～１６日は「自殺予防週間」

  好きだったことにもやる気が起きない。

  物事を悪いほうにばかり考える。

 おいしく食べられない。

 ぐっすりと眠れない。

  検査では異常がないのに、体調が悪い。

 仕事が進まない。

 考えがまとまらない。　  など…

　このような症状が見られたら、うつ病か

もしれません。

　一人で悩まないで相談に出かけましょう。

　周囲の人が、気づいてあげることも大切

です。

◎相談窓口◎
 倉吉市保健センター（ あ 26―5670）

 中部総合事務所福祉保健局

    （あ 23―3147）

 県立精神保健福祉センター

  （あ 0857―21―3031）

　この宝くじの収益金は、発売元である都道府県

を通じて、市町村振興協会へ交付され、市町村の

より良いまちづくりのために活用されます。

　収益金の各県への配分は、その県の宝くじの販

売実績などに応じて交付されますので、県内での

購入をお願いします。
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　６５歳以上の介護認定（要支援・要介護認定）を受けて

いない人を対象に、閉じこもりを予防し、いつまでも元

気で過ごせるよう介護予防教室を開催します。

と　き：９月２９日（火）午前１０時３０分～午後３時

内　容：（午前）「音楽で体も気持ちも若返り！」

　　　　　　　講　師：前田 伸子さん（音楽療法士）

（午後） 自由時間（図書貸出コーナー、脳トレクイ

ズ、ニュースポーツ、健康相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね　

参加料：１，３００円（昼食・入浴料）

募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

＊毎月申し込みが必要です。送迎希望の人は送迎します。

※申込・問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

９月ホッといきいき教室～介護予防教室～

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えてい

る悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽にご参加ください。

倉吉会場第３木曜日
と　き：９月１７日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ 第２研修室

関金会場４月、７月、１０月、１月の第１木曜日
※問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

９月の認知症の人と家族の会
「家族の集い」

「脳の健康教室」を
開催します。
　簡単な読み書き計算の学習を続け、脳の前頭前

野を活性化し、認知症を予防する「脳の健康教室」

の参加者を募集します。

　また、教室で参加者に助言や指導を行うボラン

ティアスタッフ（「学習サポーター」）も募集します。

～「脳の健康教室」学習者募集～

と　き：毎週木曜日午前中 ( １回１時間程度）

　　　　（１０月～平成２２年２月）

ところ：伯耆しあわせの郷

対象者： ６５歳以上で、毎週１回の教室に通うこ

とができる人

内　容： 簡単な読み書き計算の学習（毎日１５分程

度の自宅での学習も必要です）

定　員：２０人 ※定員になり次第締め切ります。

参加費：無料

～「脳の健康教室」学習サポーター募集～

対象者： おおむね６０歳までの、高齢者の心身の

健康増進に関心がある人

活動内容： 教室開催時の学習者へ助言・指導、教

室の準備（事前に研修を行います）

募集人員：６人程度

謝　礼：１，５００円／１回
※申込・問合せ先：伯耆しあわせの郷（あ２６―５５８２／
い２６―５６３３）　

【上北条・社・高城地区】
うつぶき地域包括支援センター（あ２６―６３７８）

【上井・西郷・灘手地区】
マグノリア地域包括支援センター（あ２６―３９２２）

【上灘・成徳地区】
倉吉中央地域包括支援センター（上灘・成徳）（あ２２―６１０２）

【明倫・小鴨地区】
明倫・小鴨地域包括支援センター（あ２３―７１０６）

【北谷・上小鴨・関金地区】
かもがわ地域包括支援センター（あ４５―３８８８）

　「認知症サポーター」は、特別なことをするわけ

でなく、認知症を理解した、認知症の人や家族の「応

援者」です。現在、各地区で約７００人のサポーター

を養成しています。

　認知症サポーター養成講座の
開催や出前介護予防教室、高齢
者のご相談は、お住まいの地区
担当の地域包括支援センターに
お問い合わせください。

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回

美
味
し
い

 
倉吉市大塚

ぇ0120―366220

（秋本吉人）
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No.5

省ソ
ン
ミ
ョ墓（

墓
参
り
）

　　

皆
さ
ん
、
お
盆
の
お
墓
参
り
は
、

無
事
に
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

　

夏
の
墓
参
り
は
、
雑
草
が
茂
っ

て
、
虫
が
多
く
、
結
構
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
家
族
が

集
ま
り
、
今
の
自
分
た
ち
を
こ
の

世
に
送
っ
て
く
れ
た
ご
先
祖
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
お
墓
参
り

は
、
と
て
も
大
事
な
行
事
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
祖
や
伝
統
、
家
族
の
つ
な
が

り
を
重
ん
じ
る
韓
国
も
日
本
同
様
、

年
に
何
回
か
墓
参
り
を
し
ま
す
。

日
本
で
は
命
日
や
お
盆
、
彼
岸
な

ど
に
墓
参
り
し
ま
す
が
、
韓
国
で

は
、
旧
正
月
、
寒ハ
ン
シ
ク食（
冬
至
か
ら

１
０
５
日
目
に
な
る
４
月
５
日
か

６
日
の
こ
と
）、
伐ボ
ル
チ
ョ草
や
秋チ
ュ
ソ
ク夕（
日

本
の
お
盆
に
当
た
る
）の
時
な
ど
に

必
ず
墓
参
り
を
し
ま
す
。

　

韓
国
で
の
年
中
行
事
は
、
今
で

も
主
に
旧
暦
で
行
わ
れ
る
た
め
、

正
月
と
秋
夕
は
、
毎
年
日
に
ち
が

変
わ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
今
年
の

秋
夕
は
10
月
３
日
で
す
。
正
月
と

秋
夕
の
場
合
は
、
家
族
と
親
戚
が

集
ま
っ
て
、
前
日
か
ら
色
々
な
食

べ
物
を
用
意
し
ま
す
。
そ
し
て
当

日
の
早
朝
、
準
備
し
た
食
べ
物
を

き
れ
い
に
盛
り
付
け
、
順
番
ど
お

り
に
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、
先
祖
に

拝
礼
す
る
茶チ
ャ
レ礼

と
い
う
行
事
を
家

で
行
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
お
供

え
用
の
食
べ
物
と
お
酒
な
ど
を

持
っ
て
お
墓
参
り
に
行
き
ま
す
。

　

寒
食
は
、
お
墓
の
手
入
れ
を
す

る
日
で
す
。
そ
の
名
の
由
来
は
、

朝
早
く
か
ら
お
墓
の
手
入
れ
を
し

た
た
め
、
準
備
し
た
お
弁
当
が
冷

た
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伐
草
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
８

月
末
か
ら
９
月
に
か
け
、
お
墓
の

雑
草
を
刈
っ
て
き
れ
い
に
す
る
日

で
す
。

　

墓
の
手
入
れ
や
草
刈
り
を
す
る

理
由
は
、
韓
国
の
お
墓
は
日
本
の

よ
う
に
石
製
で
は
な
く
土
葬
で
、 

定
期
的
に
手
入
れ
を
し
な
い
と
、

お
墓
の
饅
ま
ん
じ
ゅ
う

頭
の
形
が
変
わ
っ
た
り
、

周
り
に
、
い
つ
の
間
に
か
雑
草
や

木
な
ど
が
茂
っ
て
、
そ
の
場
所
さ

え
わ
か
ら
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
韓
国
の
墓
は
、
主
に
山
に

あ
る
た
め
、 

日
本
に
初
め
て
来
た

時
、
町
の
一
角
に
墓
地
が
あ
る
の

を
見
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

最
近
、
韓
国
で
も
、
お
墓
を
作

る
場
所
の
不
足
や
、
ア
ク
セ
ス
な

ど
の
問
題
が
生
じ
、
火
葬
を
し
て

納
骨
堂
を
お
墓
に
す
る
人
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
墓
参
り
に
行
っ
て
、
墓

前
の
芝し
ば
ふ生

に
座
り
、
持
参
し
た
食
べ

物
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た

人
の
思
い
出
話
を
し
て
過
ご
し
た
ひ

と
時
は
、
遠
足
の
よ
う
に
楽
し
か
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

お
墓
参
り
に
行
き
ま
す
か
？

●
今
月
の
一
言
●

▲韓国の一般的なお墓

Ｃ谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

人
生
唯
一
度

（
じ
ん
せ
い
た
だ
い
ち
ど
）

　

倉
吉
市
長　

長
谷
川 

稔

　

今
年
の
夏
は
、
総
選
挙
と
と
も

に
暑
さ
が
戻
り
、
お
盆
の
こ
ろ
に

は
改
め
て
、
逝
っ
た
人
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

選
挙
前
は
か
つ
て
な
く
、
分
権

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
が
、「
地

方
政
策
」（
三
重
県
企
画
室
発
行
）

の
金
沢
史
男
教
授（
横
浜
国
立
大

学
教
授
・
財
政
学
）の
地
方
財
政
危

機
突
破
の
方
向
を
探
る
論
文
を
読

む
中
で
、
断
り
書
き
と
し
て
、「
金

沢
教
授
は
６
月
16
日
、
大
動
脈
解

離
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
は
、

先
生
の
絶
筆
と
な
り
ま
し
た
」
と

あ
り
ま
し
た
。

　

金
沢
先
生
は
、
全
国
市
長
会
で

倉
吉
に
も
天
神
川
合
併
協
で
基
調

講
演
さ
れ
た
神
野
先
生
に
代
わ
っ

て
講
師
を
務
め
ら
れ
た
の
が
最
初

で
、
地
方
交
付
税
の
重
要
性
を

通
じ
て
真
の
国
と
地
方
の
関
係
を

語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
し
ば
し

ば
で
あ
り
、
先
生
の
発
表
さ
れ
る

主
張
に
意
を
強
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
最
後
の
一
文
を
紹
介

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
財
政
の
効
率
化
と
は
、
単
な
る

歳
出
削
減
で
は
な
く
、
必
要
な
と

こ
ろ
に
有
効
な
手
立
て
を
施
し
、

そ
れ
を
納
税
者
自
ら
の
目
で
確
認

し
て
信
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」

　

私
も
議
員
活
動
、
そ
し
て
市
長

と
い
う
公
職
の
立
場
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
30
年
余
、
絶
え
ず
心

の
中
で
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
え

ば
、
そ
こ
で
は
市
民
、
納
税
者
の

立
場
に
思
い
を
や
ら
な
け
れ
ば
と

考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
９
月
市
議
会
に
提

案
す
る
直
前
、
都
市
計
画
税
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
、
市
議
会
議
員

で
あ
っ
た
、
昭
和
59
年
に
私
の
発

行
し
た
通
信
に
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

　

「
12
月
市
議
会
で
議
決
を
し
た

都
市
計
画
税
の
審
議
を
通
じ
て
、

市
議
会
の
役
割
の
低
下
が
指
摘
さ

れ
、
他
方
、
無
関
心
に
さ
せ
ら
れ

て
い
る
住
民
側
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
」と
、
議
会
活
動
を
も
っ
と
豊

か
に
を
呼
び
か
け
、
自
問
し
続
け

て
い
る
私
が
あ
り
ま
し
た
。


